
手押し型車いす

このたびは Vivo をお買い上げ頂きましてありがとうございます。

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、本製品を正しくお使いくださいますよう
お願いいたします。
この取扱説明書はなくさないよう保管してください。

取扱説明書

Ｖｉｖｏ ビーボ





目 次 ページ

１．安全に使用するためのご注意 １

２．各部名称 ２

３．仕様 ３

４．各部調整方法 ４

‐１．組立・折りたたみ ４～５

‐２．座面部の調整方法 ６

‐３．背もたれ部の調整方法 ７

‐４．フットサポートの調整方法 ８

‐５．その他の調整方法 ９

‐６．オプションの取り扱い １０～１２

５．各部操作方法 １３

‐１．リクライニングの操作 １３

‐２．自立と持ち運び １３

６．保守と点検 １４

７．廃棄方法 １４

８．保証書 １５



安全に使用するためのご注意

● ご使用の前に、この取扱説明書をよく読み、正しく安全にご使用ください。
● 誤った使用をされますと事故や破損につながる恐れがあります。
● 各部の調節はこの取扱説明書に従って行ってください。
● この取扱説明書には、安全にお使いいただくために表示をしています。その表示を無視して
誤った取扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。内容をよく理解
してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。
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● お子様を乗せたまま車いすを離れないでください。
● 乗り降りの際は必ずブレーキをかけてください。
● 傾斜での駐車はしないでください。ブレーキのかかり具合によっては動く事があります。
● ぬかるみやすべりやすい場所でご使用される際は、十分にご注意ください。
● 折りたたみは説明書に従って行ってください。
● ご使用の前に、車輪や各部がスムーズに機能することを必ず確認してください。
● ベルト類は必要以上に締めすぎないでください。
● お子様を乗せたまま車いす本体を持ち上げないでください。
● 火気に近づけないでください。
● 本製品を調整し、仕様変更する際は、ご購入された販売店にご相談ください。
● 介助者は医療従事者のアドバイスのもと、最適な使用方法を検討したうえでご使用ください。
● 車いすの調整やオプションなどによって、重心や安定性に影響を及ぼすことがあります。
車いすのバランスを崩すような設定や重い荷物を押し手等に引っ掛けないでください。

● 故障や異常を感じる箇所がありましたら直ちに使用を中止し販売店へご連絡ください。

人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています

人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内容を示しています

● 二人乗りや運搬等の違う目的で使用しないでください。
● 保管は雨の降るところや湿度・気温の高い場所を避けてください。
● フレームやシートは常にきれいにしておいてください。
● 小さなお子様が周囲にいる場合、誤って指や手足を挟む等してケガをする恐れがあります。
● 折りたたみ時はフレームが連動し動きますので指等を挟まないよう注意し操作してください。
● 各部のガタやネジの緩みやタイヤの擦り減り等、定期的に点検・確認をしてください。
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各部名称

プッシュハンドル

肩ベルト・ネックレスト用
取り付け穴

フットブレーキ

後輪（８インチ）

背シート

座シート

腰・股ベルト

高さ調整
スイングアウトフットレスト

前輪（６インチ）

＊ VV16は前・後輪（7.5インチ）

背もたれパイプ

リクライニングノブ

腰部カンツアー
調整ベルト

背もたれ張り調整ベルト

リアロックバー
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仕 様

Vivo 12 Vivo 14SB Vivo 14 Vivo 16

全 長 80cm 99cm 99cm 113cm

全 幅 50cm 55cm 55cm 63cm

全 高 93cm 98cm 104.6cm 82.6～120cm

座 幅 30cm 35.6cm 35.6cm 40cm

座 奥
S 20～25cm   
L 28～33cm

S 25～30cm 
L 32～37cm

S 25～30cm  
L 32～37cm

S 33～38cm 
L 40～46cm

座面～
フットサポート 20～28cm 25～35.6cm 25～35.6cm 18～53cm

座面角 10° 10° 10° 10°

リクライニング
角度

95～110° 95～110° 95～110° 95～120°

背 高 55cm 59cm 66cm 69cm

折りたたみ
サイズ L97xW37xH43cm L117xW29xH44.3cm L118xW29xH44.3cm L127xW33xH38cm

耐荷重 20kg 40kg 40kg 55kg

対象 2～6歳 6～12歳 6～12歳 12歳～

シートカラー 7色 ７色 7色 7色

本体重量 6.5kg 7.8kg 7.8kg 12.2kg

車 輪 前6ｘ後8インチ 前6ｘ後8インチ 前6ｘ後8インチ 前7.5x後7.5インチ

シート生地 コーデュロー
メッシュ

コーデュロー
メッシュ

コーデュロー
メッシュ

コーデュロー
メッシュ
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各部調整方法

－１．組立・折りたたみ

【組み立て方】

１）開き止め結束ベルトをはずしてください。

２）片手でハンドルを持って、もう片方の手でシートの

パイプを押し下げ充分に座シートを開いてください。

３）背もたれの裏側下のリアロックバーを下に下げて
ロックしてください。

４）フットプレートをスイングインさせて前方へ持って
きてください。

５）開き止め結束ベルトを背もたれ裏側で止めて
ください。

指を挟まないよう
ご注意ください。
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【折りたたみ方】

１）フットレストをスイングアウトしてください。

２）背もたれ裏側のリアロックバーを上にあげ、
ロックを解除してください。

３）片手でハンドルを持って、もう一方の手で
座面前の中央部を持ち引き上げてください。

４）一旦、手前に引いたクッションを逆に押出し
てください。
（押し出さないと座面クッションの厚みでコン
パクトに折りたためません）

５）本体を倒してフットプレートの上から押して
ください。

６）開き止め結束ベルトを止めてください。

指を挟まないよう
ご注意ください。



（ｃ）
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－２．座面部の調整方法

【座面の奥行調整】

１）リアロックバーを上にあげ、本体を少し折り畳んだ
状態にし、シートのサイドのパイプから出ている
プッシュピンを押すとシートが取付けてあるパイプ
がスライドします。

２）位置が決まったらプッシュピンが出ているか確認
してください。

！ 座奥最小設定の注意

座奥を最小に設定する場合、差し込みパイプに取り付けてあるシートを一旦取り外して、差し込み
パイプを一番奥まで押し込みます。差し込みパイプと受けのパイプが面一になり、差し込みパイプ
のシート取り付け穴と受けパイプの第一穴が重なります。
その第一穴にシートを再度取り付けます。

【座面の張り調節】

１）座面後部裏側に３本の調節ベルトがあります。
このベルトの張り調節でヒップの落とし込みの
調節ができます。

２）座面前部の裏側ベルトは、座シートのたわみ
を調節するベルトです。

あまりきつく締めすぎるとシートパイプを
曲げる恐れがあります。



（a）

（ｂ）
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－３．背もたれ部の調整方法

【背もたれの張り調節】

１）背もたれの裏側に７本の調節ベルトがあります。
個々のベルトの張りを必要に応じて調節して
ください。

【腰部カンツアーの張り調節】

１）腰部のカンツアー調節ベルトが付いています。
張り調節をすることにより腰部の前後調節が
できます。

【肩ベルト・ネックレストの高さ調節】

１）背もたれに６段階に調節できるよう取り付け
穴が開いています。それぞれ適当な高さを
選んで取り付けてください。

【背もたれサイドウイングのポケット】

１）背もたれサイドウイングの裏側にチャックの
付いたポケットがあります。
ここからフォームや綿などを補充して体幹の
サポートを調節することができます。
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－４．フットサポートの調整方法

【フットプレートの高さ・前後調節】

Vivo12とVivo14の場合

１）片側２本のボルトでフットプレート側の穴と
フレーム側の穴の位置を選択して、適当な
高さで止めてください。

Vivo16の場合

１）フットサポートパイプの受けの金具に付いて
いる高さ調節ピンを抜き、適当な高さでピン
を差して止めてください。

２）フットサポートパイプの受けの金具を上下
逆にすると、調節レンジを変える事ができ
ます。

３）パイプの上下を入れ替える事でよりワイド
に高さ調節ができます。

４）プレートを固定しているボルトを緩め、前後
にプレートを調整できます。
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－５．その他の調整方法

【フットブレーキ調節】

１）ブレーキを掛けても車輪が動くようであれば
写真のようにブレーキのロットを少し下げて
ブレーキの可動域を調整してください。

【前輪の調節】

１）前輪にガタが出て来た場合、車輪の上の
ナットを少し締めると固定されます。

【アームサポートの高さ調節】

１）アームサポートのプッシュピンを押すと、
３段階にスライド調節ができます。

アームサポートのパイプとフレームの
隙間に指を挟まないようご注意ください。
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－６．オプションの取り扱い

【トレイの取り付け・取り外し】

１）トレイはアームサポートのパイプに差し込んで使用します。
トレイに付いている長い方のパイプを先に差し込み、次に
短い方のパイプを差し込みます。

２）プッシュピンが出る所までトレイを押し込んでください。

３）取り外しはプッシュピンを押して引き抜いてください。
その際、長いパイプ側を完全に抜かないで残したままで
トレイをスイングアウトさせると、本体に取り付けたまま
保管できます。

【グラブバーの取り付け・取り外し】

１）グラブバーはアームサポートのパイプに差し込んで使用
します。
長い方のパイプを先に差し込んで、次に短い方のパイプ
を差し込みます。プッシュピンが出る所で止めてください。

２）取り外しはプッシュピンを押して引き抜いてください。
長いパイプ側を完全に抜かないで残したままでスイング
アウトさせると、本体に取り付けたまま保管できます。

必ずプッシュピンが出ていることを確認
してください。

必ずプッシュピンが出ていることを確認
してください。
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【キャノピーの取り付け方】

１）キャノピーの両サイドに付いているプラスチックフック
を押し手下のフレーム部に取り付けてください。

【アブダクター・アドダクターの取り付け方】

１）座シート下部とサイドパイプに巻き付け
固定します

アドダクター（外転防止） アブダクター（内転防止）

【カーフパネルの取り付け方】

１）前方Xパイプ部を覆い隠すように巻きつけベルクロ

で固定します。

【シートバックイクステンションの取り付け】

１）シートバックイクステンションのパイプを本体側の
受け金具に差し込みゴムリングの高さを調節して
位置を決めます。

【ネックレストの取り付け】

１）背シートの穴にネックレストの紐を通し、後方で
結んで固定します。
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【肩ベルトの取り付け方】

１）背シートの穴に肩ベルトを差し、後方からノブネジ
で固定します。

２）H型ベルトは、座シートの腰・股ベルトと連結します。

３）Xハーネスは、腰・股ベルトを固定しているバックル
部分で下方向を固定します。

カバー付H型肩ベルト Xハーネス

【ヒールループアンクルストラップの取り付け方】

１）フットプレートにストラップを通し、プレート裏で固定
します。

【レインカバー・虫よけネットの取り付け方】

１）キャノピーを装着した状態で上からレインカバー
虫よけネットを被せてください。

虫よけネットは完全に虫の侵入を防ぐ
ものではありません。！



各部操作方法
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－１．リクライニングの操作

１）リクライニングノブを緩めて、背もたれのパイプを両方の
手で上下させてください。

２）角度が決まったら、しっかりとノブを締めてください。

－２．自立と持ち運び

１）折りたたんだ状態で立てると自立します。
開き止め結束ベルトを緩めて調整してください。
（＊Vivo16は自立しません）

２）開き止め結束ベルトを持って運ぶとバランスよく
持つことができます。
また、片手で引いていくこともできます。
（＊Vivo16は除く）

リクライニングノブはしっかりと締めてください。
締まっていない場合、片側だけが倒れたりして
姿勢が崩れる恐れがあります。

リクライニングノブの回転は左右逆となります。

リクライニングノブやリクライニングスリットの穴には絶対に荷物やフックを掛けないでください。
リクライニング機能が破損する恐れがあります。



保守と点検

●長くご使用いただくためには、保守、点検、整備をこまめに行ってください。

１．ボルトやネジが緩んでいる場合は、そのまま使用せず締め直してください。
２．ボルトやネジが無くなっている場合は、そのまま使用しないで販売店にご連絡ください。
３．折りたたみに不具合が出て来た場合、ベルトを挟んでいたり、フレームの接合部分に
不具合がある場合がありますので、そのまま使用せず、必ず点検し問題があれば販売
店にご連絡ください。

４．フレームやシートは常にきれいな状態でご使用ください。
５．その他、不調にお気づきの時も販売店へご連絡ください。
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廃棄方法

●本製品 及び 部品の廃棄については 市町村の条例などの指示に従って処分して下さい。
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保証書

機種 ； Vivo

シリアルNo；

お
客
様

ご氏名

ご住所

ご購入年月日

販売店・住所・電話番号

１．本製品の保証期間は、ご購入から１年です。（消耗品は保証の対象にはなりません）

２．本保証書規定に基づく修理を希望の際には、下記のお買い上げ店へ保証書を添えてお申し出
下さい。尚 お買い上げ店にご持参頂くに際しての諸費用は お客様にご負担お願い致します。

３．次の場合は 上記の保証期間内でも 保証の対象となりません。

‐１．使用上の誤り（取扱説明書以外の誤操作）により生じた故障。
‐２．当社の指定する修理取扱所以外で行われた修理による故障。
‐３．改造又は 承認されていない部品の使用による破損や故障。
‐４．火災 ・地震 ・水害 ・落雷 ・その他天災地変及び公害・ガス害（硫化ガス等）による故障。
₋５．浸水・落下・とげ・砂等により生じた故障。
‐６．車両 ・船舶 ・航空機等に搭載された場合に生ずる故障。
‐７．保管上の不備や手入れ不備等による故障。
‐８．販売店名・ご購入年月日・シリアル№ 等の記入なき場合又は記載事項を訂正された
場合。

４．本保証書は紛失されましても再発行致しませんので 大切に保管して下さい。
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